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は
じ
め
に

第
1
学
舎
エ
リ
ア
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
も
長
い
歴
史
を
も
つ
エ
リ
ア

で
あ
る
。『
学
の
実
化

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
1
0
0
年
記
念
誌（

（
（

』
に
お

い
て
、
1
9
2
2
年
の
予
科
校
舎
の
竣
工
時
か
ら
戦
前
期
ま
で
の
校
舎
の
変
遷
を

述
べ
た
。
戦
後
、
第
1
学
舎
は
1
9
5
5
年
に
創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
整

備
さ
れ
、
大
き
く
姿
を
変
え
た
。
戦
後
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
舎
等
の
設
計

は
、
建
築
家
・
村
野
藤
吾
が
多
く
を
担
っ
て
お
り
、
第
1
学
舎
は
村
野
に
と
っ
て

も
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
、
作
品
集
等
で
も
よ
く
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
校

舎
群
を
母
校
の
姿
と
し
て
記
憶
す
る
卒
業
生
も
多
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
年
史

編
纂
室
が
所
蔵
す
る
写
真
・
資
料
か
ら
、
創
立
70
周
年
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た

第
1
学
舎
の
校
舎
群
の
変
遷
と
特
色
を
み
る
。

1
．
戦
前
期
の
第
1
学
舎

1
9
2
2
年
に
予
科
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ゆ
み
が
始

ま
っ
た
。
千
里
山
へ
の
移
転
は
、
大
学
へ
の
昇
格
を
目
指
し
た
も
の
で
、
予
科
校

年
史
編
纂
室
所
蔵
写
真
・
資
料
に
見
る
戦
後
の
第
1
学
舎
の
建
物
群

―
関
西
大
学
第
1
次
拡
充
5
カ
年
計
画
を
中
心
に
―

橋

寺

知

子

舎
だ
け
で
な
く
、
本
館
や
講
堂
、
図
書
館
等
も
同
時
に
計
画
さ
れ
、
1
9
2
2
年

の
専
門
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
幻
の
新
校
舎
設
計
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
た（

（
（

。

本
館
の
建
設
は
急
務
で
、
住
友
総
本
店
か
ら
社
屋
を
譲
り
受
け
、
移
築
改
修
し
、

隅
部
に
八
角
形
の
塔
を
も
つ
洋
館
の
建
物
は
、
初
期
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
代

表
す
る
景
観
の
一
つ
で
あ
る
。

図
書
館
と
い
う
施
設
は
大
学
に
と
っ
て
象
徴
的
な
意
味
を
も
つ
。
念
願
の
図
書

館
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
初
の
鉄
筋
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
1
9
2
7
年

6
月
5
日
に
起
工
し
、
翌
年
竣
工
し
た
。
現
在
の
簡
文
館
の
一
部
で
あ
る
。
外
観

は
白
色
モ
ル
タ
ル
で
、
柱
部
分
に
は
尖
塔
型
の
ピ
ラ
ス
タ
ー
が
配
さ
れ
、
垂
直
性

が
強
調
さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
装
飾
が
見
ら
れ
る
。

講
堂
と
し
て
使
用
で
き
る
部
屋
は
大
学
本
館
2
階
に
あ
っ
た
が
、
学
生
数
を
考

え
る
と
、
大
勢
が
集
う
式
典
を
行
う
に
は
手
狭
だ
っ
た
と
思
え
る
。
1
9
2
8
年

に
昭
和
天
皇
の
即
位
の
大
礼
が
京
都
で
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
京
都
御
所
に
建

設
さ
れ
た
饗
宴
場
の
一
部
が
関
西
大
学
に
下
賜
さ
れ
、
講
堂
兼
武
道
場
で
あ
る
「
大

礼
記
念
館
」
が
1
9
3
2
年
に
竣
工
し
た
。
建
築
面
積
は
約
6
0
0
㎡
、
緩
や
か

な
反
り
の
あ
る
入
母
屋
造
の
屋
根
が
目
立
つ
近
代
和
風
建
築
で
あ
っ
た
。
威
徳
館
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と
呼
ば
れ
、
剣
道
・
柔
道
場
と
し
て
使
わ
れ
る
と
と
も
に
、
入
学
式
・
卒
業
式
等

の
式
典
に
も
使
わ
れ
た
。

戦
前
期
の
第
1
学
舎
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
北
方
を
眺
め
る
と
、
法
文
坂
途
中

に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
予
科
校
舎
、
大
学
本
館
、
図
書
館
が
高
台
に
建
ち
並
び
、
本

館
北
側
に
威
徳
館
が
垣
間
見
え
る
、
そ
ん
な
景
観
を
呈
し
て
い
た
（
図
1
（。

2
．
村
野
藤
吾
に
よ
る
第
1
学
舎
の
建
設

戦
後
、
1
9
4
8
年
に
関
西
大
学
は
新
制
大
学
へ
の
移
行
を
果
た
し
、
大
学
院

の
充
実
が
望
ま
れ
た
。
戦
前
に
整
備
さ
れ
た
第
1
学
舎
の
諸
施
設
は
木
造
が
多
く
、

建
設
か
ら
30
年
程
度
経
過
し
て
い
た
。
今
後
求
め
ら
れ
る
規
模
・
設
備
を
考
え
、

全
面
的
な
建
替
え
が
選
択
さ
れ
た
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
施
設
整
備
に
登
用
さ
れ

た
の
が
、
建
築
家
・
村
野
藤
吾
で
あ
る
。
村
野
藤
吾
は
日
本
の
近
現
代
建
築
を
代

表
す
る
建
築
家
の
一
人
で
あ
る
。
大
阪
に
事
務
所
を
構
え
、
そ
ご
う
大
阪
店
や
大

庄
村
役
場
（
尼
崎
（、
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
別
の
建
築
設
計
に

携
わ
っ
て
い
た（

（
（

。
登
用
に
至
っ
た
経
緯
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
村
野
藤
吾
も
関

西
大
学
も
、
関
西
の
経
済
界
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
そ
の
縁
で
設
計
を
担
当
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

村
野
が
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
、
旧
予
科
校
舎
の
跡
地

へ
の
大
学
院
学
舎
、
大
学
ホ
ー
ル
の
建
設
で
あ
る
。
大
学
院
学
舎
は
1
9
4
9
年

に
竣
工
し
た
。
木
造
2
階
建
て
で
赤
い
フ
レ
ン
チ
瓦
葺
、
中
央
に
3
連
ア
ー
チ
の

玄
関
を
も
つ
、
か
わ
い
ら
し
さ
の
あ
る
建
物
で
あ
っ
た
。
続
い
て
1
9
5
2
年
に

研
究
室
、
階
段
教
室
、
大
学
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
。
庭
の
北
面
に
大
学
院
学
舎
、

西
側
に
は
研
究
室
棟
、
南
面
に
大
学
ホ
ー
ル
が
連
な
り
、
庭
を
コ
の
字
型
に
囲
ん

で
い
た
。
比
較
的
小
規
模
な
校
舎
群
は
、
落
ち
着
き
の
あ
る
「
学
園
」
の
雰
囲
気

図 1　昭和初期の第 1学舎エリア
左からクラブハウス、予科校舎、大学本館、図書館。南面のグラウンドは東洋第一の大運動場と称された。

を
持
っ
て
い
た
。

1
9
5
2
年
か
ら
1
9
5
5

年
に
か
け
て
、
関
西
大
学
拡
充

5
カ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
、

第
1
学
舎
（
法
文
学
舎
（
の
整

備
が
実
施
さ
れ
た
。
大
学
院
学

舎
エ
リ
ア
と
は
収
容
す
る
人
数

や
教
室
の
大
き
さ
も
全
く
違
う

設
計
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
じ
ん

ま
り
し
た
「
学
園
」
で
は
な
く
、

大
人
数
に
対
応
で
き
る
規
模
の

空
間
が
創
出
さ
れ
た
。
大
学
施

設
の
更
新
は
、
授
業
を
継
続
し

つ
つ
、
同
時
に
建
設
す
る
必
要

が
あ
り
、
第
1
学
舎
の
建
替
え

も
、
戦
前
期
の
建
物
を
使
い
な

が
ら
段
階
的
に
建
設
さ
れ
た
。

1
9
5
5
年
に
作
成
さ
れ
た

『
関
西
大
学
拡
充
計
画
完
成
記

念
』
と
題
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
よ
る
と
、
第
1
学
舎
は
3

期
に
分
け
て
建
設
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
（
図
2
（。
ま
ず
建
設

さ
れ
た
の
は
、
威
徳
館
の
両
側
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図 2　1955年の第 1学舎配置図
2 aが 1 期、 2 bが 2 期、 2 cが 3 期工事である。

部
分
で
あ
る
。
図
3
を
見
る
と
、
威
徳
館
の
す
ぐ
傍
に
新
校
舎
が
建
っ
て
い
る
様

子
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
威
徳
館
が
解
体
さ
れ（

（
（

、
続
い
て
両
側
の
新
築
校
舎
を
つ

な
ぐ
よ
う
に
北
側
に
コ
の
字
型
の
校
舎
を
建
設
し
、
中
庭
を
囲
む
形
の
学
舎
と
な

っ
た
（
図
4
（。
つ
ま
り
、
中
庭
が
威
徳
館
の
跡
地
に
あ
た
る
。
1
期
・
2
期
工
事

で
完
成
し
た
部
分
は
、
地
上
2
階
・
地
下
1
階
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
北
部
ほ
ど

地
盤
面
が
低
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
下
と
い
っ
て
も
地
中
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

法
文
坂
に
続
く
通
路
に
地
階
は
接
し
て
い
る
。
地
階
に
は
、
大
き
め
の
教
室
が
二

つ
設
け
ら
れ
た
（
図
5
（。
1
階
は
、
中
庭
を
囲
む
よ
う
に
廊
下
が
配
さ
れ
、
中
規

模
・
小
規
模
の
教
室
が
並
ぶ
。
2
階
北
東
部
に
は
2
層
吹
抜
け
の
講
堂
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
年
史
編
纂
室
が
所
蔵
す
る
写
真
資
料
で
は
、
講
堂
の
内
外
を
撮
影
し

た
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
南
側
廊
下
は
少
し
広
め
に
取
ら
れ
、
図
面
に
は

ホ
ー
ル
と
記
さ
れ
、
講
堂
利
用
時
の
客
溜
り
の
役
割
を
果
た
す
（
図
6
（。
講
堂
北

面
中
央
に
は
簡
素
な
演
台
が
設
け
ら
れ
、
竣
工
時
と
思
わ
れ
る
写
真
で
は
、
客
席

と
し
て
机
も
備
え
た
折
り
畳
み
式
の
椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
両
側
に
は
縦
長

の
窓
が
並
び
、
明
る
い
空
間
と
感
じ
ら
れ
る
。
高
い
位
置
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を

見
る
と
、
海
外
の
大
学
の
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
の
よ
う
な
落
ち
着
き
が
感
じ
ら
れ

る
（
図
7
、
8
（。
創
立
70
周
年
の
記
念
式
典
は
、
こ
の
新
し
い
講
堂
で
挙
行
さ
れ

た
。
講
堂
の
北
面
に
は
、
両
側
に
扉
が
あ
り
、
外
部
階
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
図

9
（。
大
人
数
が
収
容
さ
れ
る
講
堂
か
ら
の
避
難
を
考
え
る
と
必
要
な
階
段
で
あ

り
、
ま
た
中
庭
が
あ
る
1
階
は
、
北
面
で
は
地
盤
面
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
の
で
、

1
階
か
ら
の
出
入
口
も
つ
な
い
だ
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
屹
立
す
る
平
板
に
階
段

が
回
る
、
直
線
的
な
意
匠
だ
が
、
北
面
の
外
観
意
匠
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い

る
。最

後
に
3
期
工
事
と
し
て
、
中
庭
南
側
に
東
西
方
向
に
長
い
校
舎
が
建
設
さ
れ
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図 4　第 1学舎 2期工事完成
中庭側には縦長の窓が整然と並び、頂部に
は庇がつき、クラシックな印象を与える。

図 5　第 1学舎 2期工事北西部
斜めに配された縦ルーバーの奥に地階の教室がある。

図 3　第 1学舎 1期工事完成
威徳館と新校舎が併存する。新校舎の窓は
3層とも同じに見えるが、最上階のみ枠を
少し突出させ、変化をつけている。
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図 6　第 1学舎 2階講堂前ホール
中庭に面する窓から光が差し込む。

図 7　第 1学舎 2階講堂内部
劇場のような形式の椅子が並ぶ。

図 8　第 1学舎 2階講堂
後方には 2階席、映写室等が設けられた。
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た
（
図
10
（。
こ
の
時
点
ま
で
に
、
大
学
本
館
が
解
体
さ
れ
た

（
図
11
（。
法
文
坂
か
ら
の
通
路
を
跨
ぐ
よ
う
に
建
つ
地
上
2

階
地
下
1
階
の
建
物
で
、
西
側
は
大
学
院
学
舎
に
近
接
し
、

ま
た
東
で
は
戦
前
期
に
建
設
さ
れ
た
図
書
館
に
円
形
の
閲
覧

室
と
書
庫
を
増
築
し
、
新
校
舎
と
一
体
に
な
る
よ
う
計
画
さ

れ
た
（
図
12
（。
中
庭
正
面
に
は
中
央
入
口
（
ピ
ロ
テ
ィ
（
が

設
け
ら
れ
、
第
1
学
舎
の
ハ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
2
層
吹
抜

け
の
ピ
ロ
テ
ィ
内
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
柱
脚
で
支
え
ら
れ
た

ス
ロ
ー
プ
が
配
さ
れ
、
上
階
へ
の
主
要
な
ル
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
（
図
13
（。
ピ
ロ
テ
ィ
は
中
庭
へ
の
ゲ
ー
ト
の
よ
う
で
も

あ
り
、
視
覚
的
に
は
額
縁
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
図
14
（。

中
庭
に
は
十
文
字
に
通
路
が
通
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
に
は

図 9　第 1学舎北面外観
講堂北面の両側に出入口が設けられ、外
部階段に接続される。 2階に見える部分
が、中庭のある 1階にあたる。敷地の高
低差を織り込んだ複雑な階段。

図10　第 1学舎 3期工事
2 期完成部分から南を望む。鉄筋コンクリー
ト造の型枠や最上階屋根の鉄骨の骨組みが見
える。

図11　大学本館の解体
2 期工事部分にまだ足場がかかっており、2
期工事終盤、本館解体初期の写真と判断でき
る。本館隅部の塔は記念館として移築保存す
る案もあり、しばらく部材が保管された。
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図13　第 1学舎中央出入口スロープ
3 期工事竣工式時の写真か。村野藤吾がスロープ
の手前踊り場付近に見える。二手に分かれてスロ
ープを支える柱脚が造形の要素となっている。

図12　第 1学舎 3期工事竣工
法文坂に続く通路から幅広の斜路を上ると中央出入口（ピロテ
ィ）へ導かれる。校舎南面にはバルコニーが付され、白いスラブ
で水平線が強調される。

図14　第 1学舎中庭
柳の並木と芝生がユニークである。

ピ
ロ
テ
ィ
か
ら
北
に
向
か
っ
て
両
側
に
柳
の
並
木
が

配
さ
れ
て
い
た（

（
（

。
矩
形
の
中
庭
を
校
舎
で
囲
む
配
置

は
、
西
洋
の
学
校
建
築
の
定
番
だ
が
、
中
庭
に
柳
の

並
木
は
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
の
後
、

1
9
7
0
年
頃
の
写
真
で
は
、
中
庭
中
央
に
円
形
の

植
え
込
み
が
あ
り
十
文
字
の
通
路
が
強
調
さ
れ
て
い

る
（
図
15
（。
中
庭
と
い
え
ば
、
緑
濃
い
風
景
を
思
い

出
す
人
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

3
期
部
分
1
階
西
側
に
は
事
務
室
、
1
階
東
側
と

2
階
に
は
大
教
室
が
配
さ
れ
た
。
2
階
南
面
に
は
外

部
通
路
が
バ
ル
コ
ニ
ー
の
よ
う
に
付
さ
れ
、
外
観
は

水
平
線
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
図
16
（。
壁
の
上
部
は

窓
、
下
部
は
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
貼
り
、
柱
梁
部
分
は
白

図15　1970年代の中庭
中央に円形の植え込みがあり、十文字の通路が強
調された。
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図16　第 1学舎 2階南面外部通路
（バルコニー）

バルコニーの床と庇の水平線が印象的である。手
すりは最小限の部材で構成され、目立たない。

色
で
仕
上
げ
ら
れ
、
円
形
の
フ
ォ
ル
ム
が
特
徴
的
な
図
書
館
（
現
・
簡
文
館
（
の

壁
面
デ
ザ
イ
ン
と
調
和
し
て
い
る
。
大
教
室
の
平
面
は
か
な
り
細
長
く
、
両
側
に

大
き
く
開
口
部
が
取
ら
れ
て
い
る
。
昼
間
、
採
光
が
十
分
な
ら
照
明
設
備
を
使
わ

ず
授
業
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
今
と
は
教
室
に
求
め
ら
れ
る
空
間
条
件
が
異
な

る
が
、
明
る
く
開
放
的
な
講
義
室
だ
っ
た
と
思
え
る
（
図
17
（。

図
18
に
あ
る
通
り
、
正
門
か
ら
坂
を
上
り
切
っ
た
所
で
見
え
る
風
景
は
、
長
い

校
舎
で
少
し
遮
ら
れ
る
。
こ
の
手
前
を
右
へ
、
幅
広
の
斜
路
を
上
が
れ
ば
中
央
入

口
（
ピ
ロ
テ
ィ
（
に
導
か
れ
る
。
ま
た
校
舎
の
下
部
の
少
し
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
よ

う
な
空
間
を
く
ぐ
れ
ば
、
少
し
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
さ
ら
に
奥
へ
続
く
。
創
立
70

周
年
の
1
9
5
5
年
に
は
、
第
1
学
舎
新
校
舎
よ
り
北
側
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

図17　第 1学舎　大教室
両側は大きな窓で開放的で明るい。

図18　第 1学舎 1号館
法文坂から続く通路から北を望む。すでに 2号館が奥に見えるの
で、1970年頃の撮影か。 1号館によって視線は少し遮られるが、
奥の気配は感じられる。

ど
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
順
次
、
法
文
研
究

室
棟
や
第
1
学
舎
2
号
館
、
3
号
館
が
建
設
さ
れ
た
。

法
文
研
究
室
棟
は
主
に
教
員
の
研
究
個
室
か
ら
成
る
建

物
で
あ
る
（
図
19
（。
片
側
廊
下
に
研
究
個
室
が
並
ぶ
、

赤
褐
色
の
煉
瓦
タ
イ
ル
貼
り
の
矩
形
建
物
で
、
簡
素
な

意
匠
だ
が
接
地
部
や
窓
周
り
は
繊
細
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
建
物
か
ら
教
室
棟
へ
、
通
路
を
跨
い
で

接
続
さ
れ
て
い
た
。
第
1
学
舎
エ
リ
ア
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
は
一
番
標
高
の
高
い
位
置
に
ま
と
ま
り
、
エ
リ

ア
内
に
急
激
な
高
低
差
は
な
い
が
、
微
妙
な
地
形
の
変

化
が
見
ら
れ
る
。
ス
ロ
ー
プ
や
階
段
で
、
少
し
ず
つ
上

下
さ
せ
て
繋
ぎ
、
ま
た
ひ
と
繋
ぎ
の
建
物
で
も
い
く
つ

か
の
部
分
に
分
け
て
雁
行
さ
せ
、
細
や
か
な
空
間
を
作

っ
て
い
る
。
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3
．
創
立
70
周
年
以
降
の
第
1
学
舎
整
備

第
1
学
舎
エ
リ
ア
の
最
北
部
に
あ
る
第
1
学
舎
2
号
館
（
大
中
教
室
棟
（
は
、

1
9
6
7
年
に
竣
工
し
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
（
図
20
（。
1
9
5
5
年
頃
の
建

物
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
梁
の
フ
レ
ー
ム
に
壁
面
は
煉
瓦
タ
イ
ル
貼
り
と
い
う
壁

面
構
成
が
主
に
な
っ
て
い
た
が
、
2
号
館
は
正
方
形
の
小
さ
な
タ
イ
ル
を
張
り
詰

め
た
外
観
意
匠
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
基
調
は
異
な
る
が
、
色
彩
は
赤
褐
色
で
合
わ
せ

て
い
る
。
1
階
正
面
は
角
柱
が
並
ぶ
ア
ー
ケ
ー
ド
状
の
空
間
で
、
中
央
に
幅
広
の

「
法
文
学
舎
」
と
称
さ
れ
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
的
な
景
観
が
集
積
す
る
場

所
で
あ
っ
た
。
草
創
期
の
風
景
を
5
年
ほ
ど
で
一
変
さ
せ
た
村
野
藤
吾
設
計
の
第

1
学
舎
は
、
明
る
く
輝
き
、
関
西
大
学
の
新
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
（
図
21
（。
学
内
の
風
景
を
記
録
す
る
写
真
か
ら
は
、
大
学
の
変
化
だ
け
で

な
く
、
何
を
記
録
し
伝
え
た
か
っ
た
の
か
を
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
今
回
取
り
上

げ
た
建
物
は
、
す
で
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
学
生
時
代
を
過
ご
し

た
場
所
と
し
て
記
憶
す
る
人
は
ま
だ
多
い
。
2
階
建
て
の
長
い
校
舎
、
広
い
教
室
、

円
形
の
図
書
館
、
中
庭
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
階
段
・
ス
ロ
ー
プ
な
ど
、
思
い
出

図20　第 1学舎 2号館
赤褐色の小口タイル貼りで、1階正面は角柱が並びアーケードになっている。

図19　法文研究室棟
通路は 1層分低い位置にあるが、研究室棟の地盤は 1号館 1階と同じぐらい
の高さである。接地部の壁面は少し奥まっていて、地面との強い衝突を避け
る。窓を開けている室がいくつか見られ、押出窓だったことがわかる。

直
進
階
段
が
あ
り
、
各
階
、
両
側
に

大
教
室
が
配
さ
れ
た
単
純
明
快
な
平

面
の
建
物
で
あ
る
。
教
室
が
大
き
い

ほ
ど
、
短
い
休
み
時
間
に
移
動
す
る

人
数
は
多
い
の
で
、
単
純
な
動
線
計

画
は
、
そ
れ
に
考
慮
し
た
も
の
と
思

え
る
。
階
段
の
意
匠
は
至
っ
て
シ
ン

プ
ル
だ
が
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
が

所
蔵
す
る
村
野
の
設
計
図
面
を
見
る

と
、
こ
の
階
段
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

2
0
2
4
年
は
文
学
部
創
設

1
0
0
年
で
あ
る
。
第
1
学
舎
は
、

村
野
藤
吾
が
関
わ
り
始
め
た
頃
は
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の
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
第
1
学
舎
と
い
え
ば
、
広
い
芝
生

の
あ
す
か
の
庭
と
そ
の
背
後
に
建
つ
現
在
の
1
号
館
（
2
0
0
8
年
竣
工
（
を
思

い
浮
か
べ
る
学
生
が
多
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
や
景
観
は
、
そ
こ
で
過
ご
し
た

人
々
の
記
憶
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。

注（
1
（
関
西
大
学
年
史
編
纂
委
員
会
編
：
『
学
の
実
化

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開

設
1
0
0
年
記
念
誌
』、
関
西
大
学
、
2
0
2
2
年

（
2
（
同
上
書
、
1
8
3
ペ
ー
ジ

（
3
（
村
野
藤
吾
は
大
学
院
学
舎
を
は
じ
め
と
し
、
1
9
8
0
年
ま
で
約
30
年
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
り
続
け
た
。
村
野
は
日
本
全
国
で
多
数
の

作
品
が
あ
る
が
、
一
つ
の
場
所
に
こ
れ
ほ
ど
長
く
関
わ
り
続
け
た
事
例
は
そ
う

多
く
な
い
。

（
4
（
威
徳
館
は
、
現
在
、
千
里
山
西
の
千
里
寺
本
堂
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
5
（
講
堂
内
部
の
什
器
は
、
そ
の
後
固
定
型
の
長
机
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
改
修
時

期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
1
9
6
3
年
に
新
体
育
館
が
完
成
し
、
大
規
模
な

式
典
は
そ
ち
ら
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
々
の
講
義
に
使
う
大
教
室
へ
変

更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
（
中
庭
の
整
備
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
3
期
工
事
完
成
ま
で
は
、
資
材
置
き

場
や
作
業
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
3
期
工
事
の
竣
工
式
典

は
中
庭
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
挙
行
さ
れ
た
よ
う
で
、
当
時
の
航
空
写
真
を
見

て
も
、
地
面
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
は
し
て
ら
・
と
も
こ

関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
（

図21　1955年の第 1学舎
新校舎の前庭や 3期工事西部はまだ工事中。


